


中部⼤学における標準化教育
• 標準のユーザーから開発者、
教える⽴場に
• 学⽣主体
• 環境マネジメント及び関連分野



標準化教育１︓標準を使う
• 経営情報学部
• 経営者として⾃社のEMS構築

将来の職業選択に基づき産業界を
選択
ISO14001の講義と実践

講義 実践
オリエンテーション 産業の選択

環境マネジメントシステムとは 組織の状況 産業界の動向、モデル企業選定 組織図の作成

リーダーシップ 初期環境調査

リーダーシップ︓環境⽅針 環境⽅針

計画︓著しい環境側⾯、脅威および機会に関するリ
スクへの取り組み

環境影響評価表

順守義務 順守義務 環境基本法

順守義務 環境関連法

環境⽬的及びそれを達成するための計画策定 ⽬的⽬標実施計画

⽀援（資源、⼒量、⾃覚） ⼒量・教育訓練及び⾃覚 記録

利害関係者のニーズ、コミュニケーション コミュニケーション⽅法

運⽤の計画及び管理、緊急事態への準備及び対応 緊急事態対応設定

パフォーマンス評価 実践︓監視、測定、分析、評価、順守評価、不適合
及び是正措置

内部監査の仕組み 内部監査計画の策定

内部監査実践、所⾒書作成

改善 マネジメントレビューと継続的改善実施



学⽣主体の標準化教育

ない
リーダー
シップ

意図した成果

力量をもった学生
標準化スキル＋

社会人基礎力全般
標準化教材の開発、
標準化教育の実践
（企業、一般、子供）

執行部運営
各部活動実践
ピアサポーター
MS文書類、記録作成
情報公開
コミュニケーション
標準化教材の開発
専門家の意見反映
ファシリテーター育成
市場テスト

統合マネジメントシステム監査
標準化スキル評価

＋
報告書まとめ
成果に対する大学からの審査

組織の状況 ・新規標準化教材の開発

・標準化教育実践（継続・新規）
・社会貢献
・地域連携推進
・ESD推進
・青少年育成

利害関係者からのニーズ及び期待

サステナビリティ方針、
目的目標実施計画の策定
企画書原案作成＋大学からの資金調達

継続的改善

計画⼒

主体性

課題発⾒⼒

柔軟性 状況把握⼒

働きかけ⼒

実⾏⼒

創造性

規律性 傾聴⼒

発信⼒ ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ⼒

教員の役割

統合マネジメントシステムの適⽤範囲
＝中部⼤学ESDエコマネーチームの活動すべて

内部及び外部の課題

運⽤

評価

計画

改善



標準化教育2: 標準を作る
• 経営情報学部 2年以上
• 標準化(環境、品質、安全)
標準化の講義＋
グループ学習（新規標準提案）

講義
オリエンテーション
標準の基礎(標準化総論）
国の標準化
国際標準化

企業組織における標準化
環境保全と標準化
様々なマネジメントシステム規格及び認証(適合性評価) 
マネジメントシステムに関する社内標準化(品質マネジメントシス
テムの場合) 
事例:企業経営と標準化ー製造業における標準化
事例:企業経営と標準化ーサービス業における標準化
社会の安全を守る標準化ー企業の社会的責任
社会の安全を守る標準化－消費者と標準化
事例:社会の安全を守る標準化ー消費者保護と標準化
受講⽣による発表と討論



標準化教育３︓標準を教える

・持続可能な社会の推進
・学⽣主体の標準化教室
標準を使う・作るの学習
学習結果を⽤いて標準化教材開発
標準を教える
環境イベントでの標準化教室
産学官⺠連携



中部⼤学
ESD
エコマネー
チーム
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⽬的︓持続可能な開発を担う⼈材になること
活動︓国際標準を学ぶ標準化教材（ゲーム）開発と実演

地元企業⽀援、⻘少年育成
地域連携 企業や⼀般の⼈向けに実演を⾏う



標準って
何

2011

もし社⻑
だったら

2012 2015

会社を
守ろう

2013 2014 2015 2016 2017

ものプロ 労働
ウオッチ

エネマス
君

せきにん

私たちの
未来

消費者と
標準

ラベルと
製品

ISO14001
EMS

ISO22301
BCM

ISO26000
CSR

ISO9001 
QMS

ISO45001
OHSMS

ISO50001
EnMS

2017 2017

世界を
救え

SDGs
Smart

Society

まもる君

ISO31000
Risk

management

「世界を変え
るには

Sustainable
Procurement

⾷プロ

ISO22000
FSMS



9

手法

• テーマ設定︓3年⽣がプレゼンして決定
• 規格を学習し、教材を開発する
• 要求事項を要約し、関連する規格を学び、クイズを作成する。
• 内容をテストプレイと市場テストで確認
• 実演のためのファシリテーター育成実施

4⽉ 5⽉ チームの形成 テーマ設定 標準の学習 MSS 運⽤ 予算確保

6⽉ 教材開発 テストプレイ 教材改定

8−9⽉ 専⾨家コメン
ト反映 市場テスト 教材改定

MSS

監査

1−3⽉ 報告書



国際 標準化⼈材
環境⼈材

産学官⺠連携（国際）
国際機関や主要国での教材採⽤

国内 標準化⼈材
環境⼈材

産学官⺠連携（国内）
専⾨家との連携（標準化、）
エコプロダクツでの標準化教育
環境ISO実践校との連携 学会発表
産業界・⾃治体等向け標準化教育

地域 標準化⼈材
ESDリーダー

標準化教室
⻘少年育成

⼤学 不⾔実⾏
あてになる⼈間
ESDリーダー
地域連携メディエーター

地（知）の拠点 地域志向教育研究活動（⽂部科学省）
学⽣主体の標準化教育を通じた春⽇井及び周辺地域の活性化

⼤学への消費者市⺠社会普及啓発事業（名古屋市）
消費者向け標準化教育、⾼⼤連携

学部 ビジネスリーダー 企業経営モデル 標準化教育、環境経営 ピアサポーター

授業 ESDリーダー
標準化＋環境⼈材

標準化の専⾨知識学習＋実践
環境経営、特別講義、環境マネジメント、ゼミ（基礎、⼊⾨、専⾨、卒業研究、⼤学院）

1.取り組みの位置づけと達成⽬標
達成⽬標（育成したい⼈物像）「持続可能な社会を担う⼈材」

→「標準を使う・作る・教える」を通じた標準化＋環境⼈材育成
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2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
ゲー
ム

標準って何 もし社⻑だったら 会社を守ろう せきにん ものプロ
もし社⻑だったら
Ver2

労働ウオッチ エネマス君
エネルギータワー（⼦供向け）
私たちの未来

世界を救え
世界を変えるには

まもる君
⾷プロ

図記号 ラベル ISO14001 ISO22301 ISO26000 ISO9001,14001 ISO45001 ISO 50001＋スマート技術
消費者と標準

SDGs＋超スマート社会
ISO22400

ISO31000
ISO22000

学術 ⽇本⼯学教育協会
画像電⼦学会 経済地理学会

こども霞が関デー
（経産省）

環境経営講座 ⾹港⼤学 COC 知の拠点 ビジネスにおけるSDGSと
ルール形成

地元企業向け標準
化教室春⽇井市内
企業と中部⼤⽣の融
合〜ISOで繋がる地
域連携プロジェクト〜

働きやすい職場」労
働安全衛⽣マネジメ
ントシステム

超スマート社会の実現に向け
た標準化と地域における実践

愛知商業⾼校 春⽇丘⾼校 愛知商業 春⽇丘中学
春⽇丘⾼校 市邨⾼校

愛知商業⾼校、春⽇丘中学
市邨⾼校 名古屋国際⾼校

連携 JSA
JISC ISO/TMB/SR/J

P
ISO/TC176/JP ISO/PC283/JP

中央労働災害防
⽌協会

ISO/TC301/JP
ISO/TC 268/SC1/JP
NACS

NACS JISC
NACS
東海農政局
NITE

コンサルタント MS 勉強会 ⾃動⾞部品⼯業
会

商⼯会議所 愛知県 商⼯会議所

愛知県 名古屋市 ⽇進市 ⽔俣市
環境ISO学⽣⼤会

実演 エコプロ
環境デーなごや

春⽇井まつり 春⽇井ビジネスフォーラム

COP10 あいち ESD フェスタ エコアクションあいち

JISC JISC UNECE UNWDCRR JICA

# 662 1646 1840 1705 2654 6715 5658 8486 14508



成果 ⾝についた⼒量

社会⼈基礎⼒グランプリ奨励賞学⻑賞
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資料
中部⼤学ESDエコマネーチーム 2009−2020



標準って何



標準って何 (2011)



もし社⻑だったら(2012, 2015)

ISO14001
環境マネジメント
システム

17



会社を守ろう(2013)



せきにん(2014)



要求事項カード

イベント

ブックカード

ハプニングカード

パラメーター
表

⽤語集 20



ものプロ(2015)



ものプロ〜Manufacturing of High Quality〜
ゲームの特徴
⼩学校⾼学年以上を対象としたすごろく形式

の標準化教材
所要時間 完全版：3～4時間 簡易版：30～40分

品質マネジメントシステムを学ぶことができる
 Plan,Do,Check,ActionというPDCAサイクルをゲー

ムを通して体験することができる
製品・サービスの品質を維持するために経営者

として定めるべきことや優先すべきことを考える
ことができ、
より良い企業活動を促すことができる

品質管理というあまり身近ではない問題に対して
知るきっかけとなる



労働ウオッチ(2016)



労働安全衛⽣の標準化教育 労働安全衛⽣とは
労働：収⼊を得るために、⾃⾝のからだや知能を使って働くこと
安全：危険がなく安⼼なこと
衛⽣：健康を保ち、病気にかからないようにすること

労働災害：労働者が働いているときに被った負傷・疾病・死亡などの災害

労働安全衛⽣マネジメントシステムは組織の労働災害のリスクを防⽌し労働者
やその関係者だけでなく社会全体の安全を確保する⼀連の仕組み

⽬的：⾃然を意味する環境だけでなく職場環境に注
⽬し、これまでの活動で培った⼒量を活かしながら、
範囲を安全・衛⽣の分野に拡⼤し、労働災害の防⽌
と疾病の予防に努め安全⽂化の構築を図り、持続可
能な社会の構築と企業活動を促すためにマネジメン
トシステム規格の発展・普及を⾏う。



カードゲーム形式でマネジメントシステムの要である要求事項を学びながら様々な労働災害に
ついての対策を考えることができ、より良い企業活動を促すとともに、労働安全衛⽣について
考えるきっかけとなる。

・開発中の国際規格の翻訳
・ゲームルールの作成
・カード、ボード等のデザインの作成



エネマス君、エネルギータワー(2017)



私たちの未来(2017)



世界を救え（2018)



世界を変えるには(2018)



まもる君(2019)

①リスクマネジメント
まもるくん 〜risk guard〜
現在、気候変動問題を中⼼に様々なリスクが溢れています。
『リスクを対策したい。』『予防がしたい』『しかし具体的
な⽅法が分からない。』
そのようなリスクの予防⽅法がこの教材を通して学べ
ます。
危機的状況に陥ってしまう前に、リスク教材まもるく
んを通して予防しましょう



⾷プロ(2019)

②⾷品安全衛⽣（HACCP)
⾷プロ 〜food professional〜
2020年6⽉に⾷品安全管理⼿法HACCPが
義務化されるなど⾷品安全は 最も重要視
するべき問題になりつつあります。
この教材ではそのような問題を解決するべく、⾷
品問題への対応や
衛⽣管理⽅法を学べるようになっています。
実際の企業事例を元に最先端の⾷品安全⼿法を学
びましょう。



専⾨家向け（経済産業省 ⽇本規格協会）

2012 2013 2014 2015

2016 2017 2018
2019



労働安全衛⽣の標準化教育
教材実演と標準化教室 専⾨家

労働分野 標準分野
⽇時︓2016年9⽉7⽇
場所︓⽇本規格協会
教材についてのコメント
どの産業、どの年代でも教材の内容が理解でき
るようにする
改定→専⾨家のレベルで通じる教材となる

⽇時︓2016年9⽇6⽇
場所︓中央労働災害防⽌協会
教材に対するコメントと労働安全衛⽣
マネジメントシステムの「労働」とい
う部分についてアドバイス
改定→労働分野の整合性向上



市場テスト: 地⽅公共団体
[2013, 2014, 2016, 2017 2019]

34

⽔俣市



2013 もし社⻑だったら
⽇本経営⼠会（⽇本環境取引機構）
1⽉
参加者︓産業界

41名（6時間）

成 果
環境教材として採⽤決定



市場テスト︓産業界

2012 2013 2015 2016

2017 2018 2019



【COC事業】地元企業向け標準化教室 春⽇井市内企業と
中部⼤⽣の融合〜ISOで繋がる地域連携プロジェクト〜

⽇時︓2015年１１⽉２⽇
場所︓中部⼤学
参加⼈数︓５２名（学⽣・社会⼈）
使⽤教材︓環境マネジメントシステム

事業継続マネジメントシステム
社会的責任
品質マネジメントシステム

結果
地元企業の⽅々に標準化教材を体験してもらい、
標準化教育を広めることが出来た
企業の実際に⾏っている取り組み、考え⽅について
知ることができた



⽇時︓2016年2⽉11⽇
場所︓中部⼤学
参加⼈数︓61名（学⽣・社会⼈）

結果
⽇本規格協会・中央労働災害防⽌協会の
⽅々に企業向け標準化教室として基調講
演お願いした。来場者に対して標準化教
材を実演し、意⾒、感想をいただき、と
ても好評を得ることができた。教材や労
働安全衛⽣マネジメントシステムについ
て、有意義な交流を⾏うことができた。

労働安全衛⽣の標準化教育
教材実演と標準化教室 産業界【COC事業】働きやすい職場



⽇時︓2018年8⽉4⽇
場所︓中部⼤学

企業⾏動憲章とSDGS

ビジネスにおける持続可能な開発⽬標（SDGs）とルール形成

⽇時︓2018年8⽉24⽇
場所︓中部⼤学

スマート社会の実現に向けた
標準化とSDGs

⽇時︓2018年10⽉24⽇
場所 中部⼤学

持続可能な調達に関する国際規格

イベントの企画運営

教材に対する専⾨家からのコメント反映



「中⼩企業のためのSDGs⼊⾨ワークショップ
〜SDGsビジネスゲーム体験〜」

2019年8⽉6⽇
ウインクあいち 1106号室

エコステージ協会と連携

SDGsゲーム「世界を救え」を⽤い、
ワークショップ形式でセミナー実施

グリーンネットワーク

2019年9⽉6⽇

東海3県5市

SDGsゲーム「世界を救え」を⽤いた
標準化教室



市場テスト(⼦供)

2011 2012 2013 2014 2015

2016 2017 2018 2019



市場テスト︓中学⽣[2018 2019]
⾼校⽣[2013.2017 2018 2019]
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愛知商業⾼校

2013 2017 2018 2019

市邨⾼校

2018 2019

名古屋国際⾼校

2019

春⽇丘中学

2018 2019



市場テスト [2013.2014]
全国環境ISO学⽣⼤会（学部）

43

成 果
環境マネジメントシステムに関心のある１２大学が参加
各大学の活動報告と標準化の学習

8月

参加者:学生（120名）
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市場テスト︓国際[2012]

学生が標準の教材を開発するのは世界初
4つの国際機関と20か国より教材提供希望を受ける



環境経営講座（名古屋キャンパス）

2013.3⽉
参加者︓（産学官⺠）

⼦供、⼤学⽣
産業界、中国政府

63名（7時間）

成 果
ゲーム進⾏役として学⽣の⼒量が実証された

産業界および海外との連携決定



市場テスト国際JICA [2015,2016]



市場テスト 第3回国連防災会議
⽇時︓2014年3⽉14⽇〜3⽉18⽇
場所︓宮城県仙台市東北⼤学

⼈⽂学部
⽬的︓国連からの依頼に基づき、

国連防災会議のPublic Forum /
The children and Youth Forum

のワークショップ（回復のための投資）
で実演、標準化教材の贈呈
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成果 標準を教える
学会発表 (国内)

2011 2012 2014 2015

2016 2017 2018 2019

2013



成果: 標準を教える
学術(国際)

2012 2013 2014 2015

2016

UNESCO ESD

2013 ⾹港⼤学 ⼤学院 博⼠課程 特別講義
2014 UNESCO
2015 2016 JICA
2017＆2018 グリフィス⼤学 ⼯学部 特別講
義

2017 2018



成果: 標準を教える
メディア
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2011 2012 2013

2014 2015 2016



Google 検索結果
検索ワード 検索結果 開発年
⾷品安全マネジメント ゲーム 1位 4450万件中 2019
環境マネジメント ゲーム 1〜3位 1420万件中 2012 2015
労働安全 ゲーム 9位 1190万件中 2017
超スマート社会 ゲーム 1－2位 862万件中 2018
事業継続マネジメント ゲーム 6位 756万件中 2013
エネルギーマネジメント ゲーム 5位 404万件中 2016
SDGs 超スマート ゲーム 2.3位 396万件中 2018
リスク 標準化教室 3位 93.8万件中 2019
持続可能な調達 ゲーム 5位 78.3万件中 2018
品質マネジメント 標準化教室 3位 32.5万件中 2015
社会的責任 標準化 ゲーム 1位 23.2万件中 2014
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ESD実践賞
愛知学⻑懇話会 2014

学⻑賞
ESD研究教育発表会
2013 2016 2017

社会⼈基礎⼒奨励賞
2015 2016 2017


